
未曽有の大震災を体験 した「震災語 り部」が、

や教訓、被災地の復旧。復興状況などをお話します。

肇震災語り部による定期講話

当館 では、毎週土 日・祝 日の午前 (10:30～ )と 午後

(14:00～ )に 、語り部による無料の定期講話を開催して

います (各回60分程度)。
※イベント等により、中止や開催時間を変更する場合が

ありますので、当館ホームページでご確認ください。

勲団体・個人による震災語り部の講話のご依頼

出張講話、館内 (みらい館)での講話、

ガイ ドツアー形式 (語 り部が観光バ

ス等に同乗し、被災地域を案内)で
の講話、オンラインでの講話等、各

種ご依頼に対応します。

また、講話内容、視察コース等のご

相談も承 ります。語 り部のご依頼

は、当館ホームページ掲載の「震災語り部依頼書」をご記

入の上、FAXまたはメールでお申し込みくださいcなお、
語り部講話のご依頼は語り部への謝礼が必要となります。

靱震災語り部

蜀震災関連資料の収集
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口駐車場あり
【駐車可能台数】
普通車 :32台 大型 :2台

・JRいわき駅南□から、新常磐交通バス泉駅前行き

(豊間・江名経由)乗車、F灯台入□』停留所下車 徒歩3分
・JR泉駅から、新常磐交通バスいわき駅前行き

(江名・豊間経由)乗車、『灯台入□』停留所下車 徒歩3分

・JRいわき駅南□から約25分

・常磐自動車道 いわき中央!Cから約30分
・常磐自動車道 いわき湯本ICから約35分
・常磐自動車道 いわき勿来iCから約40分

111利用案内

EE蓋翌〕9:00～ 17:00※入館は16:30まで
EEヨED月曜日(月曜日が祝日の場合は翌平日)、年末年始

※諸般の事情により、開館時間の短縮や臨時休館を
させていただく場合がこざいます。

m無 料

□

===D10名
以上の団体でご利用される場合は、事前予約が

必要です。
※お申し込みの後、各種調整をいたしますので、ご希
望に添えない場合もあります。

EヨロED貸出車イス2台、AED、 FreeVVi― Fi
●所在地

〒970-0229福島県いわき市薄磯三丁目11

●お問合せ先 (震災語り部、震災関連資料等 )

丁EL。 0246‐ 38‐4894
F′へX.0246‐ 38‐4895
■―ムページ

https:〃nten10ria」 _hvak:.cOnプ    ホームページQRコード
※当館ホームページのメールフォームからもお問い合わせいただけます。
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束日本大震災の記憶や教訓を後世に継承していくた

め、当時の状況や復興に向けた取組みの様子を伝え

る「震災関連資料」の収集を行っております。

摯現物・写真等の提供について

ご提供いただける資料をお持ちの方は、

当館まで電話やメール等でご連絡下さい。

9資料の活用について
収集した資料は、当館において整理と分類

を行い「震災アーカイブ」として一元的に

管理・活用 (公開など)させていただきます。

ポケット学芸員 (展示物ガイドアプリ)
当館の展示物は、「ポケット学芸員」のアプリで

文字と音声の両面で解説を受けることができま

す。お客様のスマートフォンにダウンロードし

ていただくか、当館で貸し出ししているタブ

レットにてご利用していただけます。
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バスでお越しの場合

タクシーでお越しの場合

お車でお越しの場合



‐  .‐ .   `   ―         |    .     . _             .`     ‐         .     、 ´  _   _‐   ´
_

M冬瘍ド燿1饉と利熙||は未蕪 |こけなぐ
いわき震災伝承みらい館は、東日本大震災での津波被災地に立地し、        ||■ ■||
パネルや映像被災した学校の備品など多様な展示を通してしわき市における   |:1翁木巫翁響鍮撃鏃憚聰峰ぶ予翁`ポ瘍岬1撃!欅

'9え

5'Pl響
i警lド
⑫
l彎l學)警l學l挙l学

l撃
13

"' ,t-
1..-l' T i

1,ゎ:颯羹修藤みらヽ
Dl躍
:

、はi311、 ,nOr al an(l RcvttliSatiOn Mu桑 1lm
蜀

震災の記憶や教訓を伝えています。

颯 フ国アガイド
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(出入□ )

⇒

多目的学習室・ 最大席数約30席 (常時教訓の映像を上映。団体利用
時には防災教育DVD等の視聴が可能)

展示室 … ………最大収容人数約60名 (常設展示のほか、企画展を開催
する場合があります。)

第2展示室 …̈…収容人数6名 (催し物や展示物の内容によっては収容人
数が増減することがあります。)

2F展望デッキ 2階へは階段又はエレベーターをご利用ください。
※上記最大人数は、新型コロナウイルス感染症対策及び企画展等により、制限させていただく
場合があります。

1壼萱壁垂菫士璧空望竪:lil燿赳琴角盈塵撥瑕|~…
⊇屁
F~が
踊1電IT:i

‐鶴
`″
・、 ._(■

■

響

井戸沢断層 (塩ノ平断層 )

剥ぎ取り標本

東日本大震災のちょうど1か月後の
4月 11日に発生した「福島県浜通り

地震」によつて出現した断層の剥ぎ

取り標本を展示。

パネル展示
発災から復旧・復興までの道のりを

テーマごとに時系列で展示。

メイン映像 (約 10分)
本市を襲つた津波の映像や、復旧・

復興の様子を200イ ンチモニター

で上映。

被災現物展示
卒業式当日に津波被害にあつた中学

校の黒板や机、「奇跡のピアノ」など

の実物を展示。

2F展望デッキ
津波被災地の復旧・復興の様子や美
しい薄磯海岸が一望できるスポット。

現在の景色と震災前の薄磯地区を比
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タッチパネル展示

タッチパネルを操作してクイズ

形式で学んだり、市内各地域

の写真を見たりできる体験型

展示。

原発事故関連資料

サーベイメーターや積算線量

計、安定ヨウ素剤、事故当時の

新聞記事等の現物資料を展示。

ハンズオン展示
直接手に触れて学べる防災グ
ッズ等の体験型展示。
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第2展示室
不定期で催し物等を展示して
いるスペース(写真は令和4年
8月～10月の期間展示してい

た「あんばさまのまち展～神様
の宿るまち。日々の暮らしと再
生への希望～」)

多目的学習室

第2展示室Ⅲ
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